
適用事例カタログ パートナーによるパッケージ適用事例

ディサークル株式会社 様

OSSベースのデータベースへ移行し、商品価値を向上

適用の背景

中規模ユーザーに適した OSSベースのデータベースに移行

　ディサークル様の「POWER EGG」は、汎用申請ワークフロー、Webデー
タベース、社内情報ポータルなどの機能をオールインワンで実装したグ
ループウェアである。汎用申請ワークフロー機能では、独自開発の「組
織型情報伝達エンジン」によって、適切なアクセス権限を備えた決裁ルー
トの自動生成が可能。また、標準機能の自由度が高く各種テンプレート
も豊富にあるため、必要な機能だけをノンカスタマイズかつ短期間・低
コストで導入できるのが強みだ。
　同社の西岡 毅氏は「POWER EGGは近年のキーワード『働き方改革』
に貢献できるよう、紙での運用を ITに置き変えることで、組織の生産性
向上を支援します」と話す。
　同製品は金融機関や地方自治体、民間企業を含め、1223社 /36万 3000
ライセンス（2017年 6月 30日時点）の豊富な導入実績を誇る。ある金
融機関では、導入によって完全ペーパーレス化を実現するとともに残業
代の 96％削減を達成した。
　しかし POWER EGGは、データベースに起因する課題をいくつか抱え

ていた。一つ目の課題は価格面に関するものだ。「採用していたデータベー
スのライセンス体系の変更などにより、POWER EGGの提供価格が、メ
イン顧客層である中規模ユーザーに合わなくなっていました」（西岡氏）。
このライセンス体系に関する課題は、同社が今後注力していくクラウド
版 POWER EGGにおいても同様の悩みだった。
　二つ目の課題はサポートに関するものだ。「ベンダーロックインを避け
たいという思いから、次期 POWER EGGでは OSSの採用を検討していま
したが、OSSの DBそのものではサポートに不安がありました」と同社の
松下 憲三氏は振り返る。
　同社はこれらの課題を解決すべく、OSSや他の商用データベースと比較
の上、富士通の Symfoware Server（Postgres）を採用した。実績豊富な
OSSデータベースの PostgreSQLをベースに、富士通が性能と信頼性、サ
ポートを強化した製品である。
　松下氏は採用理由を「Symfoware Serverであれば OSSベースでありな
がら、富士通のサポートを受けられることや柔軟なライセンス体系であ
ることが決め手でした」と述べる。また POWER EGGは 2006年からアプ
リケーションサーバ「FUJITSU Software Interstage Application Server」
も適用しており、同社と富士通の間に長年培ってきた信頼関係も後押し
となった。

http://www.fujitsu.com/jp/software/symfoware/symfowareserver/ 

グループウェア「POWER EGG」における「Symfoware Server （Postgres）」適用事例
　「POWER EGG（パワーエッグ）」は、業務生産性向上を実現するディサークル様のグループウェアです。採用していたデー
タベースのライセンス体系の変更により、中規模ユーザーに適した提供価格の維持が困難となっていました。そこで、ラ
イセンス体系が柔軟で既存のデータベースとの互換性に優れた PostgreSQLエンジンのデータベース「FUJITSU Software 
Symfoware Server（シンフォウェア サーバ）」にリプレース。課題の解決と商品価値の向上を実現した事例をご紹介します。

課　題 効　果

■ POWER EGGのメイン顧客層である中規模ユーザーの予
　算感にも適したデータベースを採用したい

■  ベンダーロックインを避けるため、OSSのデータベース
　を採用したいがサポートに不安

■  富士通のデータベースを選択可能にすることで、中規模
　ユーザーの予算に対応

■ 富士通のサポートでデータベースの運用保守体制を強化

商品名 データベース「FUJITSU Software Symfoware Server」
シンフォウェア               サーバ
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　さらに西岡氏は「富士通は、技術面はもとより販売面でも『共創でき
る開発元』」と高く評価した。

適用のポイントと効果

柔軟なライセンス体系により価格面の課題を解決

　一つ目の課題は、中規模ユーザーへの価格面でのアプローチだ。昨
今のお客様環境ではサーバの仮想化が進み、POWER EGGも仮想環境上
での構築を求められることが少なくない。採用していたデータベース
のライセンス体系では仮想サーバ全てにライセンス料が必要だったが、
Symfoware Server（Postgres）の場合では、ライセンス料が必要となる
のは動作するサーバのみだ。「Symfoware Serverの柔軟なライセンス体
系によって、POWER EGGを中規模ユーザーの予算感に適したライセンス
体系にできました」と西岡氏は強調する。
　またクラウド版 POWER EGGの場合、「採用していたデータベースだと、
一定の接続数を超過する場合、ライセンス料が跳ね上がってしまい、お
客様が求める予算感に合わないということがしばしば生じてしまいまし
た」と同社の中村 豊氏は明かす。さらに中村氏は「Symfoware Serverへ
の移行によって、クラウド版でも最大 4000ユーザーという大規模ユー
ザー向けのメニューもリーズナブルな価格でサービス提供が可能になり
ました」と、クラウド化への価格貢献も高く評価している。

手厚いサポートによりスムーズな移行と運用保守体制の強化を実現

　2015年 12月、POWER EGGの新規ユーザーである金融機関のシステ
ムで、Symfoware Server（Postgres）へのデータベース移行を行うこと
になった。まずは移行アセスメントを行い、工数を確認。その後、富士
通提供の移行ツールを使って SQLを移植し、2016年 6月に本稼働を開
始した。
　「富士通の SEがフェーストゥーフェースで素早くサポートしてくれて
助かりました。その上、場合によっては Symfoware Server開発担当者自
身が現場に訪れ、技術者同士が直接会話して問題を解決でき、非常に頼
もしかったです」と語る松下氏。中村氏も「講習会を開き、バックアッ
プ /リストアや障害対応の方法などの習得を支援してくれました。このよ
うな富士通 SEの尽力もあり、計画通りスムーズに移行を完了することが
できました」と振り返る。

お問い合わせ先

2017年 7月Copyright 2017 FUJITSU LIMITED

富士通コンタクトライン（総合窓口）　0120-933-200
受付時間 9:00～ 17:30（土 ･日 ･祝日・当社指定の休業日を除く）
富士通株式会社  〒 105-7123 東京都港区東新橋 1-5-2  汐留シティセンター

http://www.fujitsu.com/jp/software/symfoware/symfowareserver/ 

適用事例カタログ パートナーによるパッケージ適用事例

●このカタログには、環境に配慮した用紙、植物油インキ、有害な廃液を出さない水なし印刷方式を採用しています。

　二つ目の課題であるサポートについても、「OSSベースのデータベース
ですが、国産ベンダーである富士通のサポートが長期間受けられるので、
運用保守体制を強化できました」（松下氏）と安堵している。さらに、「既
に適用している Interstage Application Serverと一緒にワンストップで
サポートが受けられる点もメリットです」（中村氏）と加える。
　また、富士通の支援のもとチューニングを行い、接続性能の向上も実
現した。「同じハードウェアやデータなら、以前と比べて約 2倍のユー
ザー同時アクセスが可能な接続性能を得られました」（松下氏）。あわせて、
全文検索機能の移植や Null値の扱いといった非互換の問題も富士通とと
もに解決。さらには、ログの二重化といった Symfoware Server（Postgres）
独自機能を活かして、信頼性の向上も実現している。
　西岡氏はこれらを総括して、「POWER EGGの商品価値を高められまし
た」と満足気に話す。

今後の展望

AIなどの先端技術を活かしつつ、
パートナーや富士通と共創

　同社は今後、AIや IoTといった先端技術を活用して POWER EGGを機
能強化し、商品価値をより高めていく。例えば、AIを活用した予測によ
るプッシュ通知のさらなる最適化などを構想している。
　「富士通には、FUJITSU Human Centric AI Zinraiをはじめとする先端技
術の提供など、POWER EGGとマッチする提案を期待しています。あわせ
て、富士通チャネルを活かした販売支援なども含め、POWER EGGを通し
てビジネスを共創していきたいですね」（西岡氏）
　また、POWER EGGはパートナー経由で販売・導入している。「POWER 
EGGの商品価値向上は、パートナー様に受注率アップなどのビジネス効
果をもたらすでしょう」（西岡氏）。中村氏も「当社からパートナー様へ
の各種サポートも、富士通の支援を引き続き頼りにしています」と語る
など、Symfoware Server（Postgres）への移行はパートナーへのメリッ
トも期待される。
　「当社と富士通、パートナー様、ユーザー様それぞれがフラットなパー
トナーシップのもと、お互いの得意技を活かして相乗効果を狙い、ビジ
ネスを広げていきます」と西岡氏は強調する。同社は今後も富士通の支
援のもと POWER EGGのさらなる価値向上を図り、パートナーとのビジ
ネスの共創を加速させていく。

【POWER EGG（グループウェア）システム関連図】


